
館 林 警 察 署 協 議 会 議 事 録 

（令和７年度第３回定例会議) 

 

開 催 日 時 

令和７年１２月４日(火)  

視 察 午前１０時から午後３時までの間   

会 議 午後３時３０分から午後５時までの間 

開 催 場 所 
視 察 警備部機動隊及び近藤町交番 

会 議 館林警察署 ５階大会議室 

 

出 

 

席 

 

者 

 

委   員 

(定数１１人) 

神村会長 磯委員 栗原委員 大塚委員 角田委員 

川島委員 栗田委員 南齋委員 松澤委員 坂上委員 
計１０人 

警  察 

小林署長 中島副署長 田口警務課長 田中留置管理課長 

保坂会計課長 内田生活安全課長 山澤地域課長 

金子刑事課長 山下交通課長 須田警備課長 

生活安全課課長代理 刑事課課長代理 地域係長 

計１３人 

そ の 他 
 

 
 

議   事   の   概   要 

１ 挨拶概要 

(1) 署長挨拶 

   令和７年度館林警察署協議会第３回定例会議に御出席をいただき御礼申し上げる。 

   本日は、定例会議に先立ち委員の皆様に、警備部機動隊庁舎において、いち早く災害

現場へ向かい活動する広域緊急援助隊を抱える機動隊の訓練、特殊車両、装備品を視察

し、また、当署管内近藤町において、昼夜を問わず２４時間勤務にあたる交番を視察し

ていただいた。 

この後、当署管内の治安概況等を説明させていただいた後、今年度の諮問事項として、

「中高生の自転車事故防止対策について」というテーマで協議会に諮らせていただきた

いと思う。委員の皆様からいただいた貴重な意見を基に次回の協議会定例会議で答申と

していただきたいと思うので、よろしくお願いしたい。 

(2) 会長挨拶 

   本日は、年の瀬の１２月という大変お忙しい中、お集まりいただき感謝申し上げる。 

   本日の第３回定例会議では、委員の皆様と機動隊の視察をさせていただいたが、隊員

の方に丁寧に説明していただき大変参考になった。 

また、近藤町交番では、職員の方からの説明で交番設備について新たな発見もあり、

学びになった。    

   本日の定例会議は、署長からの治安概況説明、さらには諮問も予定されている。 

本日もよろしくお願いしたい。 

２ 概況説明事項（説明者 署長） 

(1) 管内刑法犯認知・検挙状況（Ｒ７．１～１０月）について 

(2) 管内交通事故発生状況（Ｒ７．１～１０月）について 

(3) 特殊詐欺認知・検挙状況（Ｒ７．１～１０月）について 

(4) SNS型投資詐欺・ロマンス詐欺発生状況（Ｒ７．１～１０月）について 

(5) 検挙事例紹介 

   被害者方の固定電話に市役所職員をかたる者から架電があり、「介護保険料を払いす



ぎているので還付金がある」「キャッシュカードが古いので新しく替えた方がいい」「近

所をまわっている者がいるので自宅に行く」等、言葉巧みに申し向け金品をだまし取っ

た。 

   本件については、被疑者である受け子と出し子の犯行前後の足取り捜査を推進し、防

犯カメラ映像等から被疑者を特定し、県外潜伏していたところを検挙したものである。 

(6) 当署の取組事例 

  ア 昨年７月に、山形、秋田両県に大きな被害をもたらした記録的大雨により、山形県

新庄警察署管内で警察官２名の殉職事案が発生した。 

    同事案を二度と起こしてはならないため、当時現場に携わっていた元山形県警察官

の木戸剛氏を館林警察署に招いて「山形県豪雨を経験して」と題し、全署員に対し講

演を実施した。  

  イ 採用３年未満の若手職員の家族を招き、職場見学会を開催した。また、開催に先立

ち、若手職員の家族宛てに、職員の職場での様子等をつづった署長からの手紙を見学

会の招待状として郵送し、警察業務に係る職員家族の理解の深化を図った。 

  ウ 全署員を対象とした職場見学会を開催した。子供はもちろん、家族も招き、庁舎見

学のほか、パトカーや白バイ、装備資機材の展示、制服警察官による通常点検の見学

をした。また、群馬県警察音楽隊を招いて演奏会も開催し、署員と家族が一丸となっ

た職場見学会となった。 

３ 協議 

(1) 諮問事項 

   「中高生の自転車事故防止対策」について、委員に諮問した。 

(2) 意見、要望等（○～委員 ●～署長等） 

○ 群馬県は、中高生の自転車事故が全国でワースト１位と聞いている。この事故件数

とは、生徒が加害者側なのか被害者側なのかその比率が不明である。この出し方では

生徒側が一方的に悪く感じる。 

    また、自転車事故を防止しようと、安全対策をしている教師や学校側の取組も評価

するべきではないのか。〔意見〕 

● 自転車事故の件数に関して、民間団体が発表している数値と承知しているが、加害

者、被害者別の数字は出ていない。警察としては、双方に対して事故件数を減少させ

る取組について呼びかけをしている。〔回答〕 

○ 中高生の自転車事故は、一時停止しないことや信号無視などが原因だと考える。交 

通安全講話などを活用し、ルールの再徹底をしてはどうか。〔意見〕 

● 警察では、高校や中学校において定期的に交通安全イベントとして自転車教室を行

っているが、引き続き学年を問わず積極的に警察から学校へ働きかけをし、自転車教

室を実施していく。〔回答〕  

○ 中高生の自転車事故が多い原因は、その年代が自転車に乗る割合が多いからではな

いか。〔質問〕 

  ● 県内では、多くの学生が通学時に自転車を利用しているため、統計上高くなってし

まうと考えられる。〔回答〕 

４ 視察等の行事 

(1) 令和７年１２月４日午前１０時から午前１１時３０分までの間、警備部機動隊庁舎に 

おいて救出救助訓練、特殊車両、災害装備品等を視察した。 

(2) 令和７年１２月４日午後２時３０分から午後３時までの間、館林警察署近藤町交番を 

視察した。  

５ 備考 



  次回定例会議は、２月１９日（木）に開催予定とした。 

 

 


